
　枚
ひら

方
かた

市
し

議
ぎ

会
かい

では、年
ねん

４回
かい

、決
き

まった時
じ

期
き

に開
ひら

く会
かい

議
ぎ

のほか、

必
ひつ

要
よう

となったときに会
かい

議
ぎ

を開
ひら

くなど、ほぼ１年
ねん

間
かん

を通
とお

して、

いつでも会
かい

議
ぎ

ができるようにしています。

人
にん

数
ずう

…３２人
にん

任
にん

期
き

（＝議
ぎ

員
いん

の仕
し

事
ごと

をする期
き

間
かん

）…４年
ねん

議
ぎちょう

長… 議
ぎ

員
いん

の中
なか

から、代
だいひょう

表として１
ひと り

人を選
えら

び、この代
だい

表
ひょう

者
しゃ

を

「議
ぎちょう

長」といいます。

副
ふく

議
ぎちょう

長… 議
ぎちょう

長が病
びょうき

気などで来
こ

られないときに、副
ふく

議
ぎちょう

長が代
か

わり

に仕
し

事
ごと

を進
すす

めます。

　枚
ひら

方
かた

市
し

をよくするために、市
し

民
みん

の中
なか

から代
だい

表
ひょう

者
しゃ

を

選
えら

んで、その人
ひと

たちがみんなの暮
く

らしをよくするため

にどうすればよいのかを話
はな

し合
あ

います。この選
えら

ばれた

市
し

民
みん

の代
だいひょう

表を「議
ぎ

員
いん

」といいます。

　その議
ぎ

員
いん

が、市
し

役
やく

所
しょ

がきちんと仕
し

事
ごと

をしているか

どうかをチェックしたり、市
し

役
やく

所
しょ

にしてほしい仕
し

事
ごと

を

決
き

めたりするところが「枚
ひら

方
かた

市
し

議
ぎ

会
かい

」です。

　議
ぎじょう

場で行
おこな

われる話
はな

し合
あ

いを進
すす

めたり、整
せい

理
り

し

たり、まとめたりします。

　また、枚
ひら

方
かた

市
し

議
ぎ

会
かい

の代
だい

表
ひょう

として、さまざまな

行
ぎょうじ

事や会
かい

議
ぎ

に出
しゅっせき

席します。

　市
しちょう

長は、みんなの暮
く

らしを良
よ

くするために、いろ

いろなことを考
かんが

えて、議
ぎ

会
かい

に提
ていあん

案するなど、市
し

役
やくしょ

所

の仕
し

事
ごと

のリーダーとして働
はたら

いています。

議
ぎちょう

長は何
なに

をするの

市
しちょう

長は何
なに

をするひと？

市
し

議
ぎ

会
かい

ってどんなところ

議
ぎ

員
いん

ってどんな仕
し

事
ごと

？？

？

？

？
？

枚
ひら

方
かた

市
し

議
ぎ

会
かい

議
ぎ

員
いん

のことをもっと教
おし

えて。

委 員 協 議 会
だ よ り

総務委員協議会 ２月１３日
（１）特殊詐欺対策事業について
（２）災害備蓄品管理システムの導入について
（３）ふるさと納税制度の取り組み強化について
（４）人権尊重のまちづくりに向けた取り組みの進捗状

況について
（５）第３期枚方市まち・ひと・しごと創生総合戦略の

策定について
（６）枚方市教育大綱について
（７）子どもの万博会場への複数回無料招待について
（８）ひらかた万博の取り組みについて
（９）長期財政の見通しについて
（１０）行財政改革プラン２０２４の策定について
（１１）第２次情報化基本計画（第３期）の策定について
（１２）令和６年度機構改革等の実施について
（１３）今後の農業施策の取り組み及びため池の安全対策

について
（１４）文化生涯学習課所管施設における指定候補者の選

定について
（１５）枚方市文化芸術振興計画の改訂版（案）について
（１６）枚方市スポーツ推進計画の改訂版（案）について

教育子育て委員協議会 ２月１４日
（１）こども計画の策定について
（２）子どものＳＮＳ相談事業の拡充について
（３）まるっとこどもセンター（こども家庭センター）

について
（４）幼保小の架け橋プログラムについて
（５）令和６年度教育委員会事務局機構改革の実施につ

いて
（６）市立小学校の水泳授業における民間活力活用に係

る今後の方向性について
（７）小学校給食無償化事業について
（８）枚方市立生涯学習交流センター・枚方市立市駅前

図書館の指定候補者の選定について
（９）不登校対応の強化について
（１０）枚方市の支援教育に係る現状と今後の取り組みに

ついて
（１１）総合型放課後事業の現状と今後の取り組みについ

て
（１２）ＧＩＧＡスクール構想の推進における１人１台端

末更新に向けた進捗状況の報告について

市民福祉委員協議会 ２月１５日
（１）③街区（仮称）市民窓口について
（２）令和６年度国民健康保険料等について
（３）後期高齢者医療の保険料等について
（４）地方税制改正の概要について
（５）枚方市感染症予防計画の案について
（６）枚方市立総合福祉会館の熱源改修におけるＥＳＣ

Ｏ事業の活用について
（７）ひらかた高齢者保健福祉計画２１（第９期）等の案

について
（８）枚方市国民健康保険被保険者を対象とした「第４

期特定健康診査等実施計画」及び「第３期データ
ヘルス計画」の案について

（９）健康づくりに関する事業の拡充等について
（１０）まるっとこどもセンター（こども家庭センター）

について
（１１）枚方市障害者計画（第４次改訂版）、枚方市障害

福祉計画（第７期）及び枚方市障害児福祉計画（第
３期）の案について

（１２）障害者の地域生活を支える取り組みの充実につい
て

（１３）第２期「枚方市いのち支える行動計画（自殺対策
計画）」の案について

（１４）枚方市猫不妊手術費補助金について
（１５）不妊治療ペア検査費用助成事業について
（１６）市立ひらかた病院における新たな対応について

建設環境委員協議会 ２月１６日
（１）地域脱炭素の取り組みについて
（２）「宅地造成及び特定盛土等規制法」の施行に伴う

取り組みについて
（３）光善寺駅西地区第一種市街地再開発事業の事業計

画の変更等について
（４）枚方市立小中学校教室等空調設備更新ＤＢＯ事業

について
（５）枚方市立総合福祉会館の熱源改修におけるＥＳＣ

Ｏ事業の活用について
（６）「建築基準法」の一部改正に伴う手数料の設定等

について
（７）樟葉駅前広場の環境整備について
（８）枚方市街路樹維持管理方針の策定について
（９）水道事業及び下水道事業に係る整備基本計画の中

間見直しについて
（１０）水道事業及び下水道事業に係る経営戦略の中間見

直しについて
（１１）令和６年度上下水道局機構改革の実施について
（１２）中宮浄水場更新事業の進捗状況について

枚
方
議
会
７
面

０
５
０
１
０
７

藤
❶
井
❷
藤
❸
藤
❹
井
❺
井
❻
井

今
回
の
改
正
は
、
①
児
童

福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
及
び
家
庭
的

保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
内
閣
府
令
等
が
公

布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本

市
児
童
福
祉
施
設
の
保
育
士

に
係
る
配
置
基
準
に
つ
い
て
、

３
歳
児
を
２０
対
１
か
ら
１５
対

１
に
、
４
・
５
歳
児
を
３０
対

１
か
ら
２５
対
１
に
変
更
、
②

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性

へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
が

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

婦
人
相
談
所
の
名
称
を
女
性

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
変
更

す
る
も
の
で
す
。

今
回
の
改
正
は
、
桜
丘
北

保
育
所
を
６
年
４
月
に
民
営

化
す
る
こ
と
に
伴
い
、
同
所

を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

法
人
と
保
護
者
に
丸
投
げ
の

民
営
化
に
な
っ
て
い
な
い
か

質
問

桜
丘
北
保
育
所
の
民

営
化
は
市
が
決
定
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、引
継
ぎ
を
運
営

法
人
と
保
護
者
に
丸
投
げ
し

て
い
る
と
い
う
声
を
聞
く
が
、

ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

法
人
と
は
１
年
を
か

け
共
同
保
育
等
に
よ
る
引
継

ぎ
を
行
い
、
子
ど
も
の
状
況

等
の
理
解
を
深
め
て
き
た
。

ま
た
、
三
者
懇
談
会
等
で
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
運
営

方
法
等
に
係
る
説
明
と
意
見

交
換
を
重
ね
て
お
り
、
今
後

も
不
安
軽
減
へ
取
り
組
む
。

保
育
士
確
保
に
向
け

多
様
で
抜
本
的
な
対
策
を

質
問

公
立
保
育
所
に
お
い

て
新
た
な
配
置
基
準
を
適
用

す
る
際
の
変
更
点
と
保
育
士

確
保
に
向
け
た
課
題
を
聞
く
。

答
弁

大
規
模
園
２
園
に
お

い
て
保
育
士
を
１
人
ず
つ
増

員
す
る
こ
と
に
な
る
。ま
た
、

保
育
士
確
保
に
つ
な
が
り
に

く
い
理
由
と
し
て
、
勤
務
時

間
や
賃
金
な
ど
、
施
設
側
と

求
職
者
の
希
望
す
る
雇
用
条

件
の
違
い
が
要
因
と
考
え
る
。

要
望
等

良
い
人
材
の
確
保

や
定
着
に
は
、多
様
で
抜
本
的

な
対
策
が
必
要
と
意
見
す
る
。

質
問

国
は
１
歳
児
の
配
置

基
準
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

考
え
を
示
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

現
在
の
６
対
１
か
ら
、

本
市
で
既
に
実
施
し
て
い
る

５
対
１
へ
と
７
年
度
以
降
に

基
準
を
見
直
す
と
し
て
い
る
。

教
育
子
育
て
常
任
委
員
会

は
、
そ
の
所
管
す
る
事
務
の

う
ち
、「
不
登
校
に
つ
い
て
」

調
査
を
行
う
た
め
、
３
月
７

日
、
委
員
会
の
発
議
に
よ
り

教
育
子
育
て
委
員
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
本
市
に
お
け
る

不
登
校
の
現
状
と
課
題
や
今

後
の
取
組
等
に
つ
い
て
、
委

員
間
で
の
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

議
会
は
、
常
任
委
員
会
の

先
進
都
市
研
修
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
し
た
。

●
建
設
環
境
常
任
委
員
会

１
月
１７
日
・
１８
日
に
、
東

京
都
豊
島
区
、
埼
玉
県
さ
い

た
ま
市
を
訪
問
。
中
小
規
模

公
園
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

は
じ
め
と
し
た
公
園
に
関
す

る
取
組
に
つ
い
て
、
循
環
型

社
会
の
実
現
に
関
す
る
取
組

に
つ
い
て
研
修
。

●
市
民
福
祉
常
任
委
員
会

１
月
２９
日
・
３０
日
に
、
東

京
都
江
戸
川
区
、
三
重
県
鈴

鹿
市
を
訪
問
。
孤
独
・
孤
立

対
策
に
つ
い
て
、
認
知
症
に

関
す
る
ス
ロ
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
の
取
組
に
つ
い
て
研
修
。

●
教
育
子
育
て
常
任
委
員
会

１
月
３０
日
・
３１
日
に
、
千

葉
県
柏
市
、
東
京
都
大
田
区

を
訪
問
。
部
活
動
の
地
域
移

行
に
つ
い
て
、
不
登
校
に
つ

い
て
研
修
。

●
総
務
常
任
委
員
会

１
月
３１
日
、２
月
１
日
に
、

長
崎
県
長
崎
市
、
佐
賀
県
武

雄
市
を
訪
問
。
新
庁
舎
整
備

事
業
の
概
要
に
つ
い
て
、
内

水
氾
濫
発
生
時
の
対
策
及
び

備
え
に
つ
い
て
研
修
。

市
独
自
の
保
育
士
処
遇
改
善

配
置
基
準
改
善
を
求
め
賛
成

賛
成
討
論

国
に
よ
る
４
歳

児
以
上
の
保
育
士
配
置
基
準

の
改
定
は
、
７６
年
ぶ
り
と
な

る
が
、
保
育
士
不
足
の
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
処
遇
改
善
に

つ
い
て
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
保
育
士
不
足
に
配
慮

し
、
配
置
時
期
に
つ
い
て
は

経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
た
。

保
育
士
の
確
保
、
公
民
格

差
の
な
い
公
平
な
保
育
環
境

の
確
保
の
た
め
に
、
国
に
先

駆
け
た
本
市
独
自
の
処
遇
改

善
策
の
充
実
、
配
置
基
準
の

改
善
を
要
望
し
、
本
議
案
に

賛
成
す
る
。

６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
は
、
国
の
定

額
減
税
（
＊
１
）
を
し
切
れ

な
い
と
見
込
ま
れ
る
所
得
水

準
の
人
へ
の
支
援
策
と
し
て
、

減
税
額
と
の
差
額
の
給
付
に

要
す
る
経
費
の
補
正
を
行
う

も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
３２
億
５
６
９
５
万
円
を
増

額
す
る
も
の
で
す
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

意
見

定
額
減
税
補
足
給
付

金
事
業
の
開
始
に
当
た
っ
て

は
、
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

と
窓
口
を
設
置
す
る
と
い
う

が
、
丁
寧
な
対
応
、
ス
ム
ー

ズ
で
確
実
な
給
付
を
求
め
る
。

今
回
の
改
正
は
、
地
方
税

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
３
月
２８
日
に
成
立
し
た

こ
と
に
伴
う
も
の
で
、
施
行

日
は
、６
年
４
月
１
日
で
す
。

た
だ
し
、
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
災
害
に
係
る
雑
損
控

除
額
等
の
特
例
規
定
等
は
、

公
布
日
で
あ
る
６
年
３
月
３１

日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
本
市
議
会
で
は
、

い
か
な
る
時
も
議
決
責
任
を

果
た
す
と
い
う
趣
旨
で
、
会

期
を
ほ
ぼ
１
年
と
す
る
通
年

議
会
を
導
入
し
て
お
り
、
今

回
の
よ
う
な
年
度
末
の
関
係

法
令
の
改
正
等
に
伴
う
条
例

改
正
に
も
迅
速
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

議
会
は
、
３
月
２８
日
の
本
会
議
で
、
２
件
の
意
見
書
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
と
は
…
市
の
公
益
（
市
民
の
日
常
生
活
に
関
わ
る
公

共
の
利
益
）
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
思
と
し
て

議
決
し
、国
会
ま
た
は
関
係
行
政
機
関
に
提
出
す
る
も
の
で
す
。

若
者
の
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
（
過
剰
服
薬
）

対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
薬
物
依
存
に
よ
る
健
康
被
害
か
ら
一
人
で
も
多
く

の
若
者
を
守
る
た
め
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め

ま
す
。

記

１
�
現
在
、
濫
用
等
の
お
そ
れ
の
あ
る
医
薬
品
の
６
成
分
を
含

む
市
販
薬
を
販
売
す
る
際
、
購
入
者
が
高
校
生
、
中
学
生
等

で
あ
る
場
合
は
、
氏
名
や
年
齢
、
使
用
状
況
等
を
確
認
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
加
え
て
、
副
作
用
な
ど
の
説
明
を

必
須
と
す
る
こ
と
。

２
�
若
者
へ
の
薬
剤
の
販
売
に
お
い
て
、
そ
の
含
有
成
分
に
応

じ
て
販
売
す
る
用
量
を
適
切
に
制
限
し
、
対
面
ま
た
は
オ
ン

ラ
イ
ン
通
話
で
の
販
売
を
義
務
づ
け
る
こ
と
。
ま
た
、
販
売

の
際
、
副
作
用
な
ど
の
説
明
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
適
切
な

相
談
窓
口
等
を
紹
介
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
。

３
�
濫
用
の
お
そ
れ
が
あ
る
薬
の
指
定
を
的
確
に
進
め
る
と
同

時
に
、販
売
時
に
お
け
る
身
分
証
に
よ
る
本
人
確
認
の
ほ
か
、

繰
り
返
し
の
購
入
に
よ
る
過
剰
摂
取
を
防
止
す
る
た
め
の
、

販
売
記
録
等
の
確
認
に
係
る
環
境
整
備
を
検
討
す
る
こ
と
。

４
�
若
者
の
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
に
は
、
社
会
的
孤
立
や
生
き
づ

ら
さ
が
背
景
に
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ

を
孤
独
、
孤
立
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
若
者
の

居
場
所
づ
く
り
等
の
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
厚
生
労
働
大
臣
、
孤
独
・
孤
立
対
策
担
当
大
臣

地
方
創
生
に
貢
献
す
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ

コ
ノ
ミ
ー
（
循
環
経
済
）
の
一
層
の
推
進

を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
地
方
創
生
に
貢
献
す
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
の
一
層
の
推
進
の
た
め
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く

求
め
ま
す
。

記

１
�
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
の
循
環
資
源
の

再
生
可
能
資
源
の
活
用
な
ど
、
自
治
体
と
民
間
企
業
の
連
携

に
よ
る
資
源
循
環
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
へ
の
支
援
を
強
化
す
る

こ
と
。

２
�
地
域
に
お
け
る
廃
棄
物
処
理
の
広
域
化
、
廃
棄
物
処
理
施

設
の
集
約
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
の
高
度
化
等
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
脱
炭
素
か
つ
持
続
可
能
な
適
正
処
理
に
資
す
る

資
源
循
環
の
体
制
強
化
に
対
す
る
支
援
を
拡
充
す
る
こ
と
。

３
�
製
品
の
長
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
リ
ユ
ー
ス
製
品
の
積
極
的

な
利
用
と
い
っ
た
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
係
る
地
域
住
民
及

び
消
費
者
の
意
識
変
革
や
行
動
変
容
を
促
す
と
と
も
に
、
自

治
体
と
民
間
団
体
の
連
携
に
よ
る
リ
ユ
ー
ス
製
品
の
循
環
環

境
の
整
備
を
支
援
す
る
こ
と
。

〈
提
出
先
〉
環
境
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣

＊
１

定
額
減
税
…
所
得
税

と
住
民
税
を
一
定
の
額
で
減

税
す
る
措
置
の
こ
と
。

�������������������������������������������������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

枚
方
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

物
を
紹
介
し
ま
す
。

た
ん
な
ん

い
も
の

「
河
内
丹
南

鋳
物
の

お
こ
り
」
と
た
た
ら
唄
に

あ
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら

河
内
は
鋳
物
発
祥
の
地
と

歌
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。

い

も

じ

河
内
鋳
物
師
の
活
躍
は
、

鎌
倉
時
代
に
全
盛
期
を
迎

ぼ
ん
し
ょ
う

え
、鋳
造
さ
れ
た
梵
鐘
は
、

東
北
、
九
州
を
除
く
全
国

に
及
ん
で
い
ま
す
。く
げ

そ
の
後
、
下
級
公
家
で

ま
つ
ぎ

あ
る
真
継
家
が
、
全
国
の

鋳
物
師
を
統
括
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
河
内
国

ま
っ
た
茨
田
郡
枚
方
村
（
現
在
の

枚
方
上
之
町
）
で
古
く
か

い
も
の
ぎ
ょ
う

ら
鋳
物
業
を
営
ん
で
い
た

田
中
家
は
、元
文
３
年（
１

７
３
８
年
）
、
真
継
家
配

下
の
鋳
物
師
と
し
て
、
河

さ

う
そ
う
か
ん

内
国
左
右
惣
官
鋳
物
師
に

任
ぜ
ら
れ
、
国
中
の
鋳
物

師
を
統
率
す
る
と
と
も
に
、

交
野
、
茨
田
、
河
内
（
後

き
ら
ら

に
讃
良
）
の
三
郡
に
お
け

る
独
占
的
営
業
を
許
さ
れ

ま
し
た
。
田
中
家
で
鋳
造

さ
れ
た
梵
鐘
の
分
布
は
、

北
河
内
だ
け
で
な
く
、
そ

の
周
辺
に
ま
で
及
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

の
ほ
と
ん
ど
は
第
二
次
世

界
大
戦
中
に
お
け
る
金
属

供
出
の
犠
牲
と
な
り
、
市

内
に
残
る
田
中
家
鋳
造
の

梵
鐘
は
、
市
指
定
有
形
文

は
い
な
ぎ
さ
の
い
ん

化
財
で
あ
る
廃
渚
院
観
音

寺
の
梵
鐘
（
渚
元
町
）
の

み
で
す
。
こ
の
梵
鐘
は
、

寛
政
８
年（
１
７
９
６
年
）

に
田
中
家
信
に
よ
っ
て
鋳

＊

造
さ
れ
た
も
の
で
、「
牧
方

だ
い
さ
か
ん

住
田
中
河
内
大
目
藤
原
家

信
」
と
文
字
が
浮
き
出
る

よ
う
に
鋳
造
さ
れ
て
い
ま

す
。

田
中
家
で
は
、
江
戸
時

代
を
通
じ
て
、近
隣
の
人
々

が
使
う
鍋
や
釜
、
農
具
な

ど
も
鋳
造
し
て
い
ま
し
た
。

明
治
以
降
、
日
本
各
地
に

近
代
的
な
工
場
が
造
ら
れ

て
か
ら
も
、
伝
統
技
術
を

守
っ
て
営
業
を
続
け
ま
し

た
が
、
昭
和
３５
年
（
１
９

６
０
年
）
頃
に
廃
業
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
鋳
物
工
場
と

主
屋
は
本
市
に
寄
贈
さ
れ
、

移
築
復
原
後
、
昭
和
５９
年

（
１
９
８
４
年
）
に
旧
田

中
家
鋳
物
民
俗
資
料
館（
藤

阪
天
神
町
）
と
し
て
開
館

し
ま
し
た
。鋳
物
工
場
は
、

国
内
で
唯
一
、
江
戸
時
代

の
姿
の
ま
ま
残
さ
れ
て
お

り
、
日
本
の
鋳
物
技
術
と

枚
方
の
昔
の
暮
ら
し
を
伝

え
て
い
ま
す
。

＊
「
枚
方
」
の
こ
と
。

廃渚院観音寺の梵鐘

旧
田
中
家
鋳
物
民
俗
資
料

館
の
鋳
物
工
場
展
示
室

＜ ７ ＞ 令和６年（２０２４年）５月１日 枚 方 市 議 会 報 第３５０号


